
 

 

令和７年度「校内サポートルーム（ＫＳＲ）研究指定校事業」 成果報告書 

 

１  指定校・指定校群  （  高松市立太田小学校  ） 

 

 

２ 実施内容 

 ・不登校対応の組織づくりを行い、関係機関の窓口、スクールカウ

ンセラーやスクールソーシャルワーカーと保護者をつなぐ役割

などを明確にした。（右図） 

 ・児童の背景を踏まえた分類を行い、本事業での対応の具体を明確にした。（下の表） 

分類 方針 主な関わり 対応 

Ａ群 
登校するが教室には入りに

くい児童 
新たな 

不登校を 

つくらない 

担任 学習の支援や思いを聞く場の設定 

スクールカウンセラーとの相談の場の設定 

授業改善（解決への見通し）  Ｂ群 
登校するが教室に入れない

児童 

非常勤講師 

教頭、養護教諭 

Ｃ群 
欠席が多いが登校すれば教

室に入ることができる児童 

不登校を 

解消する 

学習支援員 

非常勤講師 

保護者と担任や学習支援員との情報共有 

スクールカウンセラーとの面談（児童・保護者） 

Ｄ群 
欠席が多く教室に入れない

児童 

学習支援員 

非常勤講師 

養護教諭 

関係機関 

別室での、オンライン授業の支援、学習支援 

保護者と担任や学習支援員との情報共有 

スクールカウンセラーとの面談（児童・保護者） 

高松市子ども女性相談課等との連携 

Ｅ群 

家庭等の連携が特に重要と

考えられる児童 

（出席がない） 

行政機関 
スクールソーシャル

ワーカー 

教頭が中心となり情報を集め、高松市子ども女性相

談課、スクールソーシャルワーカーと連携して、家庭

への福祉支援や不登校支援を行う。 

 ・サポートルームや保健室などの居場所となる部屋の環境づくりを行った。 

３ 成果 

（1）校内サポートルームにおける児童の様子 

・学習支援員が１日の中で対応することができるので、学習活動を支援するだけでなく給食をいっしょに食

べることができ、それを楽しみにしている児童も複数人いる。いっしょに給食を食べるために登校してく

る児童も出てきた。 

・学級担任と学習支援員が連携することで、ＧＩＧＡ端末を活用したオンライン授業で学級に関わることが

できるようになった。ワークシートや教材などの扱いを事前に打ち合わせることで、別室での対応ができ

るようになった。その後、対象児童は何度か教室に入ることもできた。 

・スクールカウンセラーだけでなく、学習支援員と担任、保護者で面談し、目標の共有や支援の方向性を確

認できることで、保護者の安心を得ることができた。そのため、学校の様子と家庭での様子の情報共有を

（様式２－２） 



より具体的に行うことができ、サポートルームが児童の安心できる場所になった。 

（2）校内サポートルームにおける活動及び支援の工夫 

 ・学習支援員の勤務時間と、学級担任が打ち合わせ

を行える時間があっていないこともあり、学習支

援員と学級担任が情報交換できるようなファイ

ルを作成した。学習支援員からはサポートルーム

の様子を、学級担任からは時間割や学習内容や教

材の扱いなどの情報を提供し、互いに共有している。 

 ・ＧＩＧＡ端末を利用してのオンライン学習や個別に学習できる環境づくりを行った。 

 

 

 

 

 

 活動を支える材料置き場          くつろぎスペース 

                                  

 個別の学習スペース  

 

                   サポートルーム 

 

（3）総括 

 ・本事業の決定（３月２５日）から年度のスタート（４月１日）までの期間が短く、十分な組織づくりや環

境づくりが行えなかった。 

 ・学習支援員の配置等の決定も５月以降となり、４月の対応は実質できていない。また、年間の勤務時間も

３２０時間のため勤務の曜日が限定され、連続した支援は難しかった。 

 ・サポートルームの環境づくりでは、費用をかけられないこともあり、校内の既存のものを利用する方法に

限られた。 

 ・サポートルームと保健室の両方を活用していたが、保健室では病気やけがの児童が増えた場合、どち

らの対応も難しくなった。サポートルームのみで対応が必要だと感じた。 

情報共有できるワークシート 


